
全国に左利き専⽤のアンテナショップをつくろう 
 
提案の特徴やアピールしたい点 

 
左利きは、全体の⼀割いる。差別扱いをされてきたから、右利きに矯正された。現在は、

個性を尊重して矯正しなくなった。 
しかし、  

・左利きの道具は、特注しないと作らない。 
・⽣活様式は右利き⽤でできている。 
・左利きの道具はほとんどない。少なすぎる(世界的課題かも？)。 
例えば、包丁、ハサミ、急須、お⽟、等々…きりがない 

 
左利きの⼈の特徴 
左利きの⼈の特徴は以下のとおり。 
・ないものねだりはしてこなかった 

左利きの道具はなくて当たり前で⽣活してきた。⽇ごろ⼯夫して右利きの道具を使っ
てうまくやるか考える。不便を楽しく乗り越えてきた。 
 

・直観、ひらめき、アイデア、独創性に優れている 
 ⻑い間、右利きの道具を⾃分なりのやり⽅で使ってきた。 
直観、ひらめき、アイデア、独創性。…周りの⼈と違うことを考えるのが得意 
・思考⼒、記憶⼒がある 

成功体験もあるので、思考⼒、記憶⼒もある。 
 
・右も意識する 
 みんなと同じようにしたいので真似る(右でもやってみる)。 

もともと、⼦供はほかの⼈の真似をしたがる。 
…右でできなくても、右利きの⼈を注意深く観察する。 

     →⽣活の中で常に「両⼿を意識」している。 
       ∴左利きに加え、「違いがあるのは当たり前」と思いながら⽣活している。 
 
・常に右脳も左脳も働いている。 

両⼿を使おうとしている…右利きと⽐較して、常に脳がフル回転している。 
 
 
 



結 論 
これからは、左利きのままの⼈が増加傾向と考えられます。それにしても 
・左利きの道具は少なすぎる。たくさん作ってほしい 
アーケードには、空き店舗も多い。 
・左利きのテナントショップを作ろう。 
・定期的な物産展的なものを開催しよう 
・店に⼊れば、左利きの道具がある。いつでも買える。 
 
左利きの道具があって当たり前の社会に！ 
 
 



全国に左利き専⽤のアンテナショップをつくろう 
 
はじめに 
左利きは差別扱いをされてきたから、右利きに矯正された。昔と⽐べてやさしい社会にな

り、個性を尊重して、矯正しなくなった。 
しかし、 

・左利きの道具は、特注しないと作らない。 
・⽣活様式は右利き⽤でできている。 
・左利きの道具はほとんどない。少なすぎる(世界的課題かも？)。 
例えば、包丁、ハサミ、急須、お⽟、等々…きりがない 

 
右利き、左利きについて 
・右利きは全体の９割 
・左利きは全体の１割 
 クラスや職場、⾝の回りに必ずいる。実は左利きだけど、矯正されて右利きになった 
 そのうち、⼦供のころ、箸の持ち⽅とペンの持ち⽅は矯正されて、右⼿でできるように

なった⼈も多い。 
 
左利きについて 
左利きは、⼤きく３つに分けられる。 

① 矯正されてほとんど右利きになった。 
② 両利き(箸の持ち⽅とペンの持ち⽅は右利き)…私 
③ 左利きのまま 

つまり、左利きの⼈は、両利きになる。かなりの数がいることになる。私もその⼀⼈。 
 
左利きの⼈の特徴 
左利きの⼈の特徴は以下のとおり。 
・ないものねだりはしてこなかった 

左利きの道具はなくて当たり前で⽣活してきた。⽇ごろ⼯夫して右利きの道具を使っ
てうまくやるか考える。不便を楽しく乗り越えてきた。 
しかし、特に刃物を扱うときは、慣れてない右⼿ですれば危ない。左利き、両刃の包丁
は作られている。最近は、ハサミもつくられている。 
 

・直観、ひらめき、アイデア、独創性に優れている 
 ⻑い間、右利きの道具を⾃分なりのやり⽅で使ってきた。⾃分なりのやり⽅を⾒つける

のは、直観、ひらめき、アイデア、独創性。…周りの⼈と違うことを考えるのが得意 



・思考⼒、記憶⼒がある 
成功体験もあるので、思考⼒、記憶⼒もある。 

 
・右も意識する 
 みんなと同じようにしたいので真似る(右でもやってみる)。もともと、⼦供はほかの⼈

の真似をしたがる。 
…右でできなくても、右利きの⼈を注意深く観察する。 

     →⽣活の中で常に「両⼿を意識」している。 
       ∴左利きに加え、「違いがあるのは当たり前」と思いながら⽣活している。 
・常に右脳も左脳も働いている。…両⼿を使おうとしている 
 右利きと⽐較して、常に脳がフル回転している。 
 
私の場合 
① 左利きに加え、不器⽤…できるのに⼈⼀倍時間がかかる。 
② 左⽤の包丁、両刃の包丁を持っている。ハサミは、右利き。 
③ 左⼿でマウスを操作して、右⼿で字を書くことができる。 
④ ギターも左利きで、東京に左利きの専⾨店があり、ギターを買った。おかげで、好き

な曲を弾けるようになり、楽しく過ごすことができでいる。 
 

結論 
左利きを個性として扱ってくれるようになった。これからは、左利きのままの⼈が増加傾

向と考えられます。右利きより脳が働いていると⾔われますが、 
それにしても、左利きはいつも「⼤ピンチ」…最初はぎこちない 
・左利きの道具は少なすぎる。たくさん作ってほしい 
アーケードには、空き店舗も多い。 
・左利きのテナントショップを作ろう。 
・定期的な物産展的なものを開催しよう 
アンテナショップ：企業や地⽅⾃治体などが⾃社あるいは地元の製品を広く紹介したり、

消費者の反応を探ったりする⽬的で開設する店舗(ウィキペディア) 
・店に⼊れば、左利きの道具がある。いつでも買える。 
 
左利きの道具があって当たり前の社会に！より住みやすい社会に！ 
左利きの⼈の⽣活が豊かになります。種類を選ぶことができれば、もっとうれしい。 
 
参考⽂献 「１万⼈の脳を⾒た名医が教えるすごい左利き」 


